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挨拶をする石川清会長 

平
成
22
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
決
定 

 

記
念
行
事
と
消
費
者
と
の
連
携
強
化
盛
り
込
む 

 

第
40
回
東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
通
常
総
会

 

宮
崎
県
に
お
い
て
発
生
し
た
「
口

蹄
疫
」
へ
の
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
業
委
員
・
職
員
各
位
な
ど
よ

り
総
額
62
万
７
千
71
円
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
各
位
に
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。
（
順
不
同
） 

 

農
業
委
員
会
（
選
挙
委
員
は
じ

め
各
位
）
＝
世
田
谷
区
▼
杉
並
区

▼
板
橋
区
▼
練
馬
区
▼
足
立
区
▼

葛
飾
区
▼
江
戸
川
区
▼
青
梅
市
▼

福
生
市
▼
あ
き
る
野
市
▼
羽
村
市

▼
瑞
穂
町
▼
日
の
出
町
▼
奥
多
摩

町
▼
八
王
子
市
▼
町
田
市
▼
日
野

市
▼
多
摩
市
▼
稲
城
市
▼
立
川
市

▼
武
蔵
野
市
▼
三
鷹
市
▼
府
中
市

▼
昭
島
市
▼
調
布
市
▼
小
金
井
市

▼
小
平
市
▼
東
村
山
市
▼
国
分
寺
市

▼
国
立
市
▼
西
東
京
市
▼
狛
江
市

▼
武
蔵
村
山
市
▼
東
大
和
市
▼

清
瀬
市
▼
東
久
留
米
市
▼
大
島
町

▼
利
島
村
▼
新
島
村
▼
神
津
島
村

▼
三
宅
村
▼
八
丈
町
▼
小
笠
原
村

ほ
か
選
任
農
業
委
員
な
ど
各
位 

宮
崎
県
口
蹄
疫
義
援
金
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

あ

ぜ

み 

ち 

 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年

度
に
お
い
て
も
「
東
京
都
農
作

物
生
産
状
況
調
査
」
を
、
東
京

都
指
定
統
計
調
査
と
し
て
、
都

内
全
域
で
実
施
し
ま
す
。 

 

区
市
町
村
ご
と
の
作
付
面
積

や
生
産
量
の
調
査
は
、
平
成
18

年
産
ま
で
は
農
水
省
が
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
産

よ
り
中
止
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
、
東
京
都
で
は
、

指
定
統
計
調
査
と
し
て
、
新
た

に
予
算
化
を
し
、
農
業
委
員
会

な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
悉
皆
（
し

っ
か
い
）
調
査
と
し
て
継
続
を

し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

本
調
査
は
、
農
作
物
な
ど
の

流
通
支
援
や
気
象
災
害
対
策
、

ま
た
、
補
助
事
業
な
ど
を
実
施

す
る
根
拠
と
な
る
大
切
な
調
査

で
す
。 

 

他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

農
業
委
員
お
よ
び
農
業
者
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
調

査
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

｢

東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査｣

ご
協
力
の
お
願
い 

     

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
石
川
清
会
長
）
は
、こ
の
ほ
ど
、

武
蔵
野
市
に
お
い
て
第
40
回
通

常
総
会
を
開
き
、
役
員
は
じ
め
各

区
市
の
会
員
ら
あ
わ
せ
て
約
80

人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

議
事
は
、
平
成
21
年
度
の
事
業

報
告
と
収
支
決
算
、
平
成
22
年
度

の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
に
つ
い

て
諮
り
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
、
決
定

が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
企 

    
業
的
農
業
経
営
顕
彰
が
50
周
年
、

農
業
後
継
者
顕
彰
が
30
周
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
都
農
業
会
議

と
共
催
す
る
農
業
経
営
見
学
会
を

記
念
行
事
と
位
置
づ
け
て
開
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
消
費
者
と
の
連
携
を
強 

化
す
る
た
め
、
12

月
開
催
の
「
食
と

農
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

東
京
都
消
費
者
月

間
実
行
委
員
会
と

の
共
催
に
よ
り
開

く
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

協
議
で
は
、「
東
京
農
業
の
確
立

に
関
す
る
要
望
」
、
「
農
業
経
営
者

ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
に
関
す
る
申

し
合
わ
せ
」
、「
全
国
農
業
新
聞
の

購
読
・
普
及
に
関
す
る
申
し
合
わ 

せ
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定

し
ま
し
た
。 

 

「
東
京
農
業
の
確
立
に
関
す
る

要
望
」
は
、
東
京
都
に
対
し
独
自
の

農
業
所
得
確
保
対
策
の
確
立
や
、
農

業
労
働
力
の
不
足
に
対
応
す
る
た

め
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設
な
ど

を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

総
会
終
了
後
に
は
、
全
国
農
業

会
議
所
農
政
・
企
画
部
長
の
稲
垣
照

哉
氏
を
講
師
に
招
き「
政
権
交
代
後

の
農
業
政
策
と
都
市
農
業
」を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。 

 

 

今
年
で
65
回
目
の
終
戦
記

念
日
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
▼
い
ま
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
小

説｢

ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
も
終
戦

後
の
調
布
市
を
舞
台
に
話
し

が
進
ん
で
い
る
▼
主
人
公
は

貸
本
漫
画
家
で
、
貧
乏
を
極
め

た
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
る
が
、

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
当
時
は

皆
お
腹
を
す
か
せ
て
い
た
▼

し
か
し
あ
の
頃
は
何
を
食
べ

て
も
お
い
し
か
っ
た
▼
ご
飯

に
バ
タ
ー
を
乗
せ
て
醤
油
を

か
け
た
も
の
は
滅
多
に
食
べ

ら
れ
な
い
ご
馳
走
。
イ
モ
の
し

っ
ぽ
も
古
漬
け
に
し
た
ナ
ス

の
ヘ
タ
も
、
真
っ
黒
に
な
っ
て

走
り
回
っ
て
い
た
子
供
に
は

格
別
の
お
や
つ
だ
っ
た
▼
い

つ
の
頃
か
ら
か
、
子
供
は
走
ら

な
く
な
り
、
家
庭
で
も
学
校
で

も
食
べ
物
を
残
す
こ
と
に
寛

容
に
な
っ
た
▼
そ
れ
と
同
時

に
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念

や
農
業
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
が
薄
く
な
っ
た
よ
う
に

感
ず
る
▼
我
が
国
土
を
守
り
、

国
民
を
守
る
た
め
に
は
「
農

業
」
を
基
本
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
▼
大
都
市
東
京
の
農
業

の
重
要
性
は
、こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
く
。 
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戸
別
所
得
補
償
制
度
を
は
じ
め 

 
 

新
た
な
農
政
へ
の
大
転
換
な
ど
を
言
及 

 

平
成
21
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書 

    
政
府
は
、
６
月
11
日
に
平
成
21

年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
の
動
向（
農

業
白
書
）
を
公
表
し
ま
し
た
。 

 

本
白
書
で
は
、
新
た
な
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
を
は
じ
め
、

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
の
実

施
、
食
料
自
給
率
の
向
上
と
食
料

安
全
保
障
の
確
立
、
ま
た
健
全
な

食
生
活
と
食
の
安
全
、
農
業
の
持

続
的
発
展
や
、
農
村
地
域
の
活
性

化
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。 

特
集 

新
た
な
農
政
へ
の
大
転
換 

 

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
制

定
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
農
業
・
農

村
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

お
か
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
平
成

22
年
３
月
に
新
た
な
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
を
国
家

戦
略
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、

大
幅
な
政
策
の
転
換
を
図
る
こ
と

を
、
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
。 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策 

 

戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
農
業

の
産
業
と
し
て
の
持
続
性
を
回
復 

   

さ
せ
、
食
料
自
給
率
の
向
上
と
多

面
的
機
能
の
維
持
を
図
る
こ
と
、

ま
た
意
欲
あ
る
全
て
の
農
業
者
が

農
業
を
継
続
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

平
成
22
年
度
の
モ
デ
ル
対
策

の
効
果
を
検
証
し
、
本
格
的
な
戸

別
所
得
補
償
制
度
を
導
入
す
る
。 

第
１
章
「
食
料
自
給
率
向
上
と
食

料
安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
て
」 

 
我
が
国
は
、
世
界
一
の
農
産
物

純
輸
入
国
で
あ
り
、
食
料
自
給
率

は
先
進
国
中
最
低
水
準
に
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
政
府

は
、
平
成
32
年
ま
で
に
食
料
自
給

率
を
50
％
に
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
お
り
、
麦
や
大
豆
、
コ
メ

粉
用
コ
メ
や
飼
料
用
米
の
作
付
け

の
増
加
、
ま
た
国
産
農
産
物
の
消

費
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。 

第
２
章
「
健
全
な
食
生
活
と
食
の

安
全
・
消
費
者
の
信
頼
の
確
保
に

向
け
て
」 

 

食
料
消
費
に
つ
い
て
は
、
消
費

全
体
が
縮
小
傾
向
に
あ
り
、
ま
た

食
の
外
部
化
や
簡
便
化
が
進
展
し

て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
食

生
活
の
栄
養
面
や
欠
食
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
食
育
へ
の
取

り
組
み
が
一
層
重
要
で
あ
る
。 

 

ま
た
食
の
安
全
に
関
し
て
は
、

農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
、
食
品
表

示
に
よ
る
情
報
提
供
な
ど
へ
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。 

第
３
章
「
農
業
の
持
続
的
発
展
に

向
け
て
」 

 

我
が
国
の
農
業
生
産
は
、
総
じ

て
減
少
し
て
お
り
、
農
業
所
得
全
体

は
過
去
20
年
で
半
減
し
て
い
る
。 

 

そ
の
た
め
、
若
者
を
中
心
と
し

た
多
様
な
農
業
者
の
確
保
、
農
地

の
有
効
利
用
・
確
保
、
コ
ス
ト
低

減
な
ど
に
よ
る
農
業
所
得
の
増
大
、

女
性
農
業
者
の
社
会
・
経
営
参
画
、

環
境
保
全
型
農
業
へ
の
取
り
組
み

な
ど
が
必
要
で
あ
る
。 

第
４
章
「
農
村
地
域
の
活
性
化
に

む
け
て
」 

 

農
村
地
域
は
、
人
口
の
減
少
・

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
状
況

に
お
か
れ
て
い
る
。 

 

農
村
地
域
の
再
生
の
た
め
に
は
、

農
業
と
２
次
・
３
次
産
業
の
融
合

に
よ
る
農
村
の
「
六
次
産
業
化
」

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

 

ま
た
都
市
農
業
は
住
民
に
新
鮮

な
農
産
物
を
供
給
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
住
民
の
農
業
へ
の
理
解
を

醸
成
す
る
な
ど
、
多
様
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。 

  

第
３
回
常
任
会
議
員
会
議 

 

平
成
22
年
６
月
16
日
に
開

催
し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。 

 

議
事 

 

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く
知

事
諮
問
は
、
４
条
１
件
４
９
８
㎡
、

５
条
４
件
１
２
７
７
㎡
に
つ
い

て
審
議
を
し
、
許
可
相
当
と
答

申
す
る
旨
を
決
定
し
た
。 

 

協
議 

 

①
農
地
転
用
許
可
基
準
改
正

の
施
行
と
対
応
に
つ
い
て
、
周

知
を
は
か
る
こ
と
と
し
た
。
②

「
農
地
管
理
推
進
月
間
・
農
地

流
動
化
推
進
月
間
」
を
本
年
度

も
統
一
的
運
動
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
。
③
平
成
22
年

度
ふ
る
さ
と
東
京
む
ら
づ
く
り

塾
活
動
計
画
を
説
明
し
、
本
年

度
も
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

と
し
た
。
④
認
定
農
業
者
制
度

の
推
進
に
つ
い
て
、
区
市
町
村

の
状
況
と
支
援
活
動
に
つ
い
て

説
明
し
た
。 

 

当
面
の
農
政
問
題
は
、
行
政

刷
新
会
議
の
農
業
関
係
の
状
況

と
、
都
市
計
画
制
度
小
委
員
会

の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
。 

 

ま
た
、「
口
蹄
疫
」
義
援
金
の

募
集
に
つ
い
て
、
協
力
を
お
願

い
し
た
。 

 

説
明 

 

「
農
業
者
年
金
制
度
の
役
割
と

加
入
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
農
業
者

年
金
基
金
の
谷
脇
修
理
事
よ
り

説
明
が
さ
れ
た
。 

第
４
回
常
任
会
議
員
会
議 

 

平
成
22

年
７
月
16

日
に
開

催
し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。 

議
事 

 

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く
知

事
諮
問
は
、
４
条
３
件
４
３
３
㎡
、

５
条
４
件
２
９
５
１
㎡
に
つ
い

て
審
議
を
し
、
許
可
相
当
と
答
申

す
る
旨
を
決
定
し
た
。 

協
議 

 

８
月
17
日
開
催
の
第
１
０
７
回

通
常
総
会
開
催
計
画
・
提
出
議
案
、

お
よ
び
、
東
京
都
農
業
政
策
に
関

す
る
建
議
案
に
つ
い
て
説
明
を

し
、
総
会
に
提
出
す
る
こ
と
と
し

た
。 

 

当
面
の
農
政
問
題
は
、
③
平
成

21
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
の

動
向
（
農
業
白
書
）
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
し
た
。 

報
告 

 

④
平
成
21
年
度
都
市
農
業
総

合
対
策
事
業
（
都
市
農
業
実
態
調

査
）
に
よ
り
、
と
り
ま
と
め
た
「
東

京
農
業
の
す
が
た
」
に
つ
い
て
報

告
を
し
た
。 

常 

任 

会 

議 

員 

会 

議 

だ 

よ 

り 
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神
奈
川
県
綾
瀬
市
の
女
性
農
業
委
員
の
活
動
な
ど
研
究 

 

女
性
農
業
委
員
・
職
員
現
地
研
究
会
開
く

直売所で質問を投げかける 
女性農業委員     ・ 

 

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

（
土
屋
博
会
長
＝
八
丈
町
）
は
、

６
月
25
日
に
、
東
京
都
農
林
水
産

部
の
関
係
課
長
と
６
島
（
町
村
）

の
会
長
・
職
務
代
理
者
・
職
員
が

出
席
し
、
都
庁
に
お
い
て
「
島
し

ょ
農
業
懇
談
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

 

懇
談
会
で
は
、
４
月
に
三
宅
村

に
お
い
て
開
催
し
た
、
島
し
ょ
農

業
委
員
大
会
で
決
議
し
た
「
活
き

生
き
と
し
た
島
嶼
農
業
を
創
出
す

る
施
策
に
関
す
る
要
望
」
を
武
田

農
業
振
興
課
長
（
当
時
）
へ
手
渡

し
、
要
請
を
し
、
各
島
の
出
席
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
の
現
状
な

ど
に
つ
い
て
報
告
を
し
、
今
後
の

島
し
ょ
農
業
の
振
興
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

 

意
見
交
換
で
は
、
生
産
資
材
や

肥
料
な
ど
の
高
騰
に
加
え
、
経
費

の
な
か
で
海
上
運
賃
の
占
め
る
負

担
が
増
大
し
、
経
営
を
圧
迫
し
て

い
る
な
ど
と
い
う
、
他
の
地
域
に

な
い
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
の
実
情
な

ど
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

東
京
都
に
要
望
書
を
提
出
し
意
見
交
換 

 

東
京
都
島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

武田都課長(当時)(左)に要望書を
手渡す土屋会長(右)     ・

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
実
現
の
た
め
の
政
策
提
案
な
ど
を
決
定

 
 

東
京
選
出
の
国
会
議
員
に
要
請
活
動
を
実
施 
 

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

 

都
農
業
会
議
は
、
広
報
研
究
会

を
開
き
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の

編
集
を
担
当
す
る
農
業
委
員
な
ど

約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

事
例
発
表
と
し
て
、
ま
ず
足
立
区

農
業
委
員
会
の
横
田
夏
夫
氏
が
、
農

業
委
員
会
だ
よ
り
で
連
載
し
て
い

る
農
業
者
紹
介
の
取
材
方
法
な
ど

に
つ
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
全
国
農
業
新
聞
の
普

及
に
つ
い
て
、
全
国
農
業
会
議
所

の
大
出
氏
が
方
針
を
説
明
し
、
東

村
山
市
農
委
会
の
肥
沼
和
夫
会
長

と
立
川
市
農
委
会
の
小
林
公
成
会

長
よ
り
、
普
及
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。 

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
行
と 

 

全
国
農
業
新
聞
の
普
及
推
進
の
取
り
組
み
な
ど
を
研
究 

 

広
報
研
究
会
開
く

 

都
農
業
会
議
は
、
６
月
18
日
に
、

南
新
宿
ビ
ル
に
て
農
委
会
長
職
務

代
理
研
究
集
会
を
開
き
ま
し
た
。 

 

研
究
で
は
、
農
地
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
農
地
と
農
政
を
巡
る
動

向
、
お
よ
び
東
京
農
業
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
新

１
・
１
活
動
Ⅱ
」
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
提
案
し
、
４
市
町
の
農
委

会
よ
り
、
平
成
21
年
度
に
取
り
組

ん
だ
「
新
１
・
１
活
動
」
に
つ
い

て
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
活

動
に
つ
い
て
質
問
な
ど
が
さ
れ
、

意
見
交
換
を
通
じ
、
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
検
討
を
し
ま
し
た
。 

「
新
１
・
１
活
動
Ⅱ
」
を
進
め
よ
う
！ 

 

農
業
委
員
会
職
務
代
理
研
究
集
会
開
く 

    

都
農
業
会
議
は
、
７
月
13
日
に

神
奈
川
県
綾
瀬
市
に
て
、
女
性
農

業
委
員
・
職
員
現
地
研
究
会
を
開

き
ま
し
た
。 

 

研
究
会
で
は
、
ま
ず
、
綾
瀬
市

農
業
の
現
状
と
農
業
施
策
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
女
性
農
業
委
員
の
活

動
と
し
て
、
女
性
も
農
作
業
に
安

心
し
て
従
事
で
き
る
よ
う
に
と
考

え
作
成
し
た
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
の
取

り
組
み
を
栗
原
久
代
委
員
よ
り
、

ま
た
、
食
の
大
切
さ
と
農
業
の
重

要
性
を
地
域
の
親
子
に
食
育
を
通

じ
て
伝
え
る
綱
島
淳
子
委
員
の
活

動
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
出
席

し
た
都
内
の
女
性
農
業
委
員
と
活

発
に
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

 

現
地
研
究
で
は
「
高
座
豚
手
作 

   

り
ハ
ム
」
と
Ｊ
Ａ
さ
が
み
海
老
名

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
直
売
所
）

を
見
学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
研
究
を
し
ま
し
た
。 

    

全
国
農
業
会
議
所
（
太
田
豊
秋

会
長
）
は
こ
の
た
び
、
日
比
谷
公

会
堂
に
お
い
て
、
全
国
農
業
委
員

会
会
長
大
会
を
開
き
ま
し
た
。 

    

今
回
は
、
大
会
に
先
立
ち
耕
作

放
棄
地
発
生
防
止
・
解
消
活
動
表

彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

大
会
で
は
「
農
業
者
が
希
望
と

誇
り
を
持
て
る
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
実
現
の
た
め
の
政
策

提
案
決
議
」
や
「
口
蹄
疫
の
早
期

終
息
と
復
興
に
向
け
た
緊
急
要
請

決
議
」
、
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
等
に

関
す
る
要
請
決
議
」
な
ど
を
決
定

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
農
業
委
員
会
活
動
の
実

践
に
関
す
る
発
表
と
決
意
表
明
が 

           

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

東
京
か
ら
は
各
農
業
委
員
会
の

会
長
ら
が
出
席
し
、
終
了
後
に
は

東
京
選
出
の
国
会
議
員
に
対
す
る

要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 
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利
用
権
設
定
で
非
農
家
出
身
者
が
農
業
に
参
入
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農
業
委
員
会
が
農
地
を
あ
っ
せ
ん 

あきる野市

農
地
の
管
理
の
徹
底
と
流
動
化
の
推
進
を
！ 

 

８
月
～
10
月
の
「
農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間
」
で

 

農
地
法
第
30
条
「
農
地
利
用
状
況
調
査
」
の
実
施
を
・

平
成

22
年
度
の
活
動
計
画
を
決
定 

 

「
都
市
地
域
の
法
人
経
営
」
に
つ
い
て
関
東
農
政
局
と
意
見
交
換 

 

東
京
都
農
業
法
人
協
会
が
通
常
総
会
開
く

 

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委

員
会
系
統
組
織
の
情
報
紙
と
し

て
、
昭
和
27
年
に
創
刊
以
来
、

週
刊
紙
の
利
点
を
い
か
し
、
農

政
の
動
き
を
は
じ
め
、
技
術
・

税
制
の
解
説
な
ど
的
確
で
役
立

つ
情
報
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

 

農
業
委
員
ひ
と
り
一
人
が
情

報
活
動
の
重
要
性
を
認
識
し
、

農
業
者
の
声
を
集
め
、
施
策
に

反
映
す
る
な
ど
情
報
の
受
発
信

を
行
う
こ
と
は
、
地
域
農
業
の

振
興
に
結
び
つ
く
基
礎
と
な
る

活
動
で
す
。 

 

農
業
委
員
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
「
農
地
管
理
・
流
動
化

推
進
月
間
」
を
機
会
に
、
戸
別

訪
問
に
よ
る
相
談
活
動
を
通
じ

て
、
農
業
委
員
ひ
と
り
１
部
以

上
の
購
読
を
お
勧
め
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

(

月
４
回
発
行 

年
７
２
０
０
円)

全
国
農
業
新
聞
の
購
読
普
及
を
！ 

    
あ
き
る
野
市
農
業
委
員
会
（
平

野
正
延
会
長
）
は
、
羽
村
市
在
住

で
、
非
農
家
出
身
の
中
山
喜
一
郎

さ
ん
（
34
）
の
農
用
地
利
用
集
積

計
画
（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
）
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

中
山
さ
ん
は
、
利
用
権
の
設
定

に
よ
り
、
あ
き
る
野
市
内
の
農
用

地
区
域
約
15
ア
ー
ル
の
畑
で
、
平

成
22
年
６
月
１
日
よ
り
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
な
ど
の
果
樹
栽
培
に
取
り 

    

農
地
の
保
全
管
理
の
徹
底
（
全

地
域
）
と
流
動
化
の
推
進
（
市
街

化
区
域
以
外
）
に
向
け
て
、
本
年

度
も
「
農
地
管
理
・
流
動
化
推
進

月
間
」
を
、
農
業
委
員
会
で
８
月

～
10
月
の
う
ち
１
ヶ
月
間
を
設

定
し
、
都
内
全
域
で
実
施
し
ま
す
。 

 

特
に
、
改
正
農
地
法
が
施
行
さ

れ
、
農
地
法
第
30
条
に
「
農
業
委

員
会
は
毎
年
１
回
、
利
用
状
況
調

査
を
実
施
す
る
」
こ
と
が
規
定
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
本
月

間
な
ど
に
お
い
て
実
施
し
て
き
た

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
な
か
に
、
農

地
利
用
状
況
調
査
を
取
り
入
れ
、

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
活
動
を
通
じ
、
さ
ら
な
る 

   

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

利
用
権
の
設
定
に
よ
り
、
区
市

町
村
外
在
住
の
非
農
家
出
身
者

（
当
時
）
が
就
農
す
る
の
は
、
都

内
で
は
２
人
目
。 

 

福
生
市
出
身
の
中
山
さ
ん
は
、

仕
事
で
埼
玉
県
内
に
在
住
し
て
い

る
際
に
、
滑
川
町
の
果
樹
園
の
管

理
を
依
頼
さ
れ
、
そ
の
後
、
本
格

的
に
農
業
に
新
規
参
入
し
よ
う
と
、

平
成
15
年
に
６
年
間
の
期
間
で
、 

   

農
地
管
理
と
利
用
促
進
が
は
か
ら

れ
る
よ
う
、
農
業
委
員
会
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
果
樹
園
を
利

用
権
設
定
に
よ
り
、
借
り
入
れ
、

ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
や
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
摘
み
取
り
な
ど
の
経
営
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
平
成
21
年
の
更
新
時

に
、
周
辺
の
開
発
計
画
な
ど
か
ら

農
地
利
用
の
継
続
が
困
難
と
判
断
。

家
族
で
出
身
地
に
帰
り
、
農
業
が

し
た
い
と
、
市
街
化
調
整
区
域
の 

    

東
京
都
農
業
法
人
協
会
（
大
森

齋
会
長
）
は
、
６
月
24
日
に
、
南

新
宿
ビ
ル
に
て
、
通
常
総
会
を
開

き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
事
業
報
告
と
活
動
計

画
を
承
認
し
た
ほ
か
、
関
東
農
政

局
の
職
員
を
招
き
、
国
庫
事
業
全 

あ
る
、
あ
き
る
野
市
農
業
委
員
会

に
相
談
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

中
山
さ
ん
は
「
あ
き
る
野
市
農

業
委
員
会
の
お
か
げ
で
農
業
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
将

来
は
あ
き
る
野
市
に
在
住
し
、
法

人
化
を
見
据
え
、
規
模
拡
大
を
図

る
な
ど
農
業
を
専
業
に
一
生
懸
命

取
り
組
み
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
し
て
い
ま
す
。 

   

般
と
「
農
業
の
６
次
産
業
化
事
業
」

お
よ
び
「
農
業
法
人
に
関
係
す
る 

 

郡
山
市
農
業
委
員
会
の 

 
 
 

活
動
な
ど
を
研
究 

 

北
多
摩
地
区
農
委
会
連
合
会 

 

北
多
摩
地
区
農
委
会
連
合
会

（
肥
沼
和
夫
会
長
＝
東
村
山
市
）

は
、
７
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け

て
、
北
多
摩
17
市
の
農
委
会
長
な

ど
が
参
加
し
、
福
島
県
郡
山
市
に

て
現
地
研
究
会
を
開
き
ま
し
た
。 

 

郡
山
市
農
委
会
の
活
動
研
究
で

は
、会
長
職
務
代
理
者
と
正
副
部
会

長
が
出
席
を
し
、
懇
談
を
し
ま
し
た
。 

 

郡
山
市
農
委
会
で
は
、
市
長
へ

の
建
議
や
農
委
会
だ
よ
り
の
発
行
、

後
継
者
の
配
偶
者
対
策
、
消
費
者
や

学
校
教
育
へ
の
協
力
、
農
業
青
年
活

動
へ
の
支
援
な
ど
様
々
な
活
動
を

活
発
に
進
め
て
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
共
同
直
売
所
と
法
人
経

営
を
あ
わ
せ
て
研
究
し
ま
し
た
。 

事
業
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

た
ほ
か
、
都
市
地
域
で
の
農
業
法

人
経
営
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

 

意
見
交
換
で
は
、
特
に
農
村
地

域
と
は
異
な
る
農
地
税
制
と
法
人

経
営
の
関
係
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
た
ほ
か
、
農
業
会
議
か
ら
、
都

市
農
地
に
関
す
る
見
解
と
都
市
農

業
を
巡
る
情
勢
、
改
正
農
地
法
に

つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。 

 

８
月
～
９
月
の
日
程 

8
・
6
㈮ 

台
帳
シ
ス
テ
ム
研 

8
・
11
㈬ 

農
委
会
活
動
研 

8
・
17
㈫ 

通
常
総
会 

 
 
 
 
 
 

第
５
回
常
任
会
議 

8
・
26
㈭ 

農
地
流
動
化
会
議 

8
・
27
㈮ 

担
い
手
支
援
会
議 

 

主
任
職
員
協
議
会
／
全
体
研 

9
・
3
㈮ 

職
員
現
地
研
究
会 

 

（
所
沢
市
） 

9
・
8
㈬ 

農
地
部
会
長
研 

 

（
羽
村
市
） 

9
・
17
㈮ 

第
６
回
常
任
会
議 

9
・
29
㈬ 

経
営
部
会
長
研 

 

（
立
川
市
） 

◆
農
業
委
員
研
修
会 

8
・
3
㈫ 

南
多
摩
地
区 

 

（
稲
城
市
） 

8
・
4
㈬ 

西
多
摩
地
区 

 

（
羽
村
市
） 


